
一
橋
大
学
大
学
院
国
際
企
業
戦
略
研
究
科
（International C

orporate S
trategy

：
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）

「
経
営
法
務
コ
ー
ス
」、「
金
融
戦
略･

経
営
財
務
コ
ー
ス
」
に
は
、

企
業
の
最
前
線
で
活
躍
中
の
社
会
人
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
〝
活
躍
中
〞の
精
鋭
だ
か
ら
こ
そ
、平
日
の
夜
間
に
大
学
院
に
通
う
こ
と
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
。

む
し
ろ
負
荷
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
彼
ら
・
彼
女
ら
が
通
い
続
け
る
の
は
な
ぜ
か
。

そ
こ
に
は
最
先
端
の
研
究
が
あ
り
、
有
益
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
、

そ
こ
で
つ
ね
に
自
分
を
高
め
た
い
と
い
う
強
い
意
志
が
あ
る
か
ら
だ
。

企
業
の
精
鋭
た
ち
は
、

何
を
求
め
て
都
心
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
う
の
か

夜
の
一
橋
、学
び
の
最
先
端
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一
橋
大
学
大
学
院
国
際
企
業
戦
略
研
究
科
（
以
下

一
橋
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
は
、
一
橋
大
学
の
六
つ
目
の
大
学
院

研
究
科
と
し
て
、
東
京
・
大
手
町
地
区
付
近
の
千
代

田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
学
術
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。
２
０
０
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
三
つ

の
コ
ー
ス
の
う
ち
、
企
業
等
で
働
く
社
会
人
を
主
な

対
象
と
し
て
い
る
の
が
、
今
回
紹
介
す
る
２
コ
ー
ス
、

「
経
営
法
務
コ
ー
ス
」
と
「
金
融
戦
略・経
営
財
務
コ

ー
ス
」
だ
。

　
「
経
営
法
務
コ
ー
ス
」
は
、
高
度
で
実
務
的
な
法

学
教
育
を
行
う
と
い
う
目
的
の
も
と
、
会
社
法
、
経

済
法
、
知
的
財
産
法
、
金
融
法
、
労
働
法
、
租
税
法

な
ど
〝
ビ
ジ
ネ
ス
・
ロ
ー
〞
に
特
化
し
た
数
々
の
科

目
が
用
意
さ
れ
た
社
会
人
向
け
大
学
院
だ
。

　
「
金
融
戦
略・経
営
財
務
コ
ー
ス
」
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
現
場
で
活
用
で
き
る
金
融
の
知
識
と
技
術
を
有
す

る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、「
計
量
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

系
」
と
「
経
営
財
務
系
」
の
２
分
野
を
有
す
る
Ｍ
Ｂ

Ａ
コ
ー
ス
が
あ
り
、
学
習
目
的
に
応
じ
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。

　
と
も
に
２
年
間
の
修
士
課
程
に
加
え
、
博
士
課
程

も
有
し
て
い
る
の
で
、「
２
年
間
で
集
中
的
に
学
ん

だ
こ
と
を
す
ぐ
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で
使
い
た
い
」

「
よ
り
深
く
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
専
門
職
へ
の
道
を

拓
き
た
い
」
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
志
向
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
ま
た
両
コ
ー
ス
と
も
、
各
科
目
に
お
け
る
最
先
端

の
理
論
の
研
究
者
や
、
豊
富
な
経
験
を
持
っ
た
│
│

あ
る
い
は
現
在
も
活
躍
中
の
│
│
実
務
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
が
教
員
と
し
て
密
接
に
協
力
し
合
い
な
が

ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
で
き
る
実
践
的
な
〝
学
び
〞

を
提
供
し
て
い
る
。

　
い
わ
ば
「
理
論
と
実
践
の
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

が
、
こ
こ
に
は
あ
る
。

　

授
業
時
間
帯
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
18
時

20
分
〜
19
時
50
分
／
20
時
〜
21
時
30
分
と
い
う
２

コ
マ
で
行
わ
れ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
心
地
で
あ
る

東
京
・
大
手
町
や
丸
の
内
に
ほ
ど
近
い
好
立
地
の
も

と
、
意
欲
溢
れ
る
社
会
人
学
生
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に

迎
え
、
平
日
夜
間
の
大
学
院
と
し
て
最
先
端
の
知

識
・
技
術
を
提
供
し
て
い
る
。

　

そ
れ
が
今
回
「
夜
の
一
橋
」
と
銘
打
っ
た
所
以

だ
。

　

一
橋
Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
通
う
社
会
人
学
生
の
志
望
動
機

や
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　
「
経
営
法
務
コ
ー
ス
」
で
は
、
数
の
う
え
で
は
企

業
の
法
務
部
門
等
に
所
属
し
て
い
る
学
生
が
多
い

が
、
企
業
で
企
画
部
門
に
携
わ
る
人
、
公
務
員
、
新

聞
記
者
な
ど
多
士
済
済
で
あ
る
。
一
橋
Ｉ
Ｃ
Ｓ
修
了

生
と
し
て
、
法
律
の
分
野
に
軸
足
を
置
き
な
が
ら
事

業
戦
略
・
経
営
戦
略
に
携
わ
る
人
も
増
え
て
き
て
い

る
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
直
結
し
た
法
律
を
体
系
的
に
学

び
、
よ
り
俯
瞰
し
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
活
躍
し
た
い
向

き
に
は
最
適
な
環
境
と
言
え
る
。
ま
た
、
弁
護
士
・
弁

理
士
な
ど
、
法
律
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
自
ら

の
専
門
性
を
さ
ら
に
磨
く
た
め
に
通
っ
て
い
る
。

　
「
金
融
戦
略
・
経
営
財
務
コ
ー
ス
」
の
場
合
、
た
と

え
ば
金
融
戦
略
に
つ
い
て
は
、
現
在
金
融
商
品
の
開

発
に
直
接
携
わ
っ
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
定
量
デ

ー
タ
の
分
析
等
数
学
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
を
有
す
る

人
に
と
っ
て
、
体
系
的
で
厳
密
な
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
短
期
間
に
徹
底
的
に
習
得
す
る

こ
と
で
、
今
後
変
化
し
て
い
く
金
融
市
場
に
対
応
で

き
る
知
的
能
力
を
磨
く
絶
好
の
機
会
と
な
る
。

　
次
頁
以
降
で
紹
介
す
る
修
了
生
に
は
、
一
橋
Ｉ
Ｃ

Ｓ
で
学
ぶ
メ
リ
ッ
ト
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
も
と

に
率
直
に
語
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
ず
全
員
が
挙
げ
て
い
る
の
が
、
最
先
端
の
理
論

に
つ
い
て
各
分
野
の
教
員
（
研
究
者
及
び
実
務
家
）

か
ら
学
べ
る
こ
と
だ
。「
経
営
法
務
コ
ー
ス
」
で
あ

れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
・
ロ
ー
を
ベ
ー
ス
と
し
た
知
財
戦
略

や
グ
ロ
ー
バ
ル・ビ
ジ
ネ
ス・ロ
ー
等
、「
金
融
戦
略・

経
営
財
務
コ
ー
ス
」
で
あ
れ
ば
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
理

論
や
財
務
戦
略
等
を
、
古
色
蒼
然
と
し
た
抽
象
論

で
は
な
く
、
つ
ね
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
た
戦
術

の
形
で
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
両
コ
ー

ス
の
科
目
は
お
互
い
に
選
択
で
き
る
の
で
、
在
籍

す
る
コ
ー
ス
で
専
門
的
に
学
び
な
が
ら
、
同
時
に

総
合
的
に
学
び
、
新
し
い
知
見
を
得
る
こ
と
も
可

能
だ
。

　
ま
た
、
修
士
論
文
の
存
在
も
大
き
い
。
教
員
に
貴

重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
自
ら
の
論
理
的

思
考
力
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
う
え
で
最
適
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
と
、
修
了
生
は
口
を
揃
え
て
語

る
。

　
最
後
に
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
い
う
側

面
も
見
逃
せ
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
経
験
を
積

み
、
キ
ャ
リ
ア
を
築
い
て
き
た
社
会
人
学
生
が
机
を

並
べ
て
学
習
し
、
ゼ
ミ
で
は
意
見
を
戦
わ
せ
る
。
そ

ん
な
２
年
間
を
過
ご
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生
同

士
、
そ
し
て
学
生
と
教
員
の
間
に
も
新
し
い
関
係
が

生
ま
れ
、
修
了
後
は
公
私
両
面
に
わ
た
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
起
動
す
る
。

　

働
き
な
が
ら
大
学
院
に
通
う
こ
と
は
、
決
し
て

簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
得

ら
れ
る
も
の
も
大
き
い
。
そ
れ
を
自
覚
す
る
社
会
人

学
生
が
、
今
夜
も
「
夜
の
一
橋
」
に
通
い
続
け
る
。

金融業 25.0%
法律専門職 22.0%

製造業 20.0%
官公庁・教育機関 8.0%

情報・通信 7.0%
貿易商事 2.0%
その他 16.0%

情報・通信 6.3%
監査法人他 6.3%

保険 3.8%貿易商事 6.3%
サービス業他 8.9%
官公庁他 11.4%

製造業 11.4%
銀行・リース 12.7%
証券 19.0%

資産運用 6.3% コンサルティング 3.8%
その他 3.8%

◆金融戦略・経営財務コース◆経営法務コース

※過去5年間のデータ（2014年3月現在） ※過去2年間のデータ（2015年6月現在）

大学院入学時の学生の業種

理
論
と
実
践
が
高
い
レ
ベ
ル
で
融
合
し
た

二
つ
の
社
会
人
対
象
コ
ー
ス

ビ
ジ
ネ
ス
の
中
心
地
で
、平
日
夜
間
・

２
コ
マ
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
授
業

最
先
端
の
理
論
、人
的
交
流
な
ど
、

社
会
人
な
ら
で
は
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

さ
ま
ざ
ま
な
志
望
動
機
・

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た

社
会
人
学
生
が
集
ま
る
空
間
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